
国
保
料
値
下
げ
で
き
る

実弾訓練禁止
防衛省に要請

力あわせて願い実現

場外着弾事故

公費1兆円、「均等割」「世帯割」廃止

倉
林
参
院
議
員「
ぜ
ひ
実
現
を
」に
共
感

「10％」やめ内需拡大を

あ
い
ば
野
演
習
場

　

高
す
ぎ
る
国
保
料
。
公
費
１
兆
円
を
投
入
、「
均

等
割
」「
世
帯
割
」
を
廃
止
し
協
会
け
ん
ぽ
並
み
に

引
き
下
げ
る―

日
本
共
産
党
の
政
策
に
「
画
期
的

な
提
案
」
と
期
待
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

国
保
料
問
題
を
取
り
上
げ
て
き
た
倉
林
明
子
参
院

議
員
は
「
生
存
権
を
脅
か
す
国
保
の
現
状
を
大
き
く

変
え
ら
れ
る
現
実
的
で
希
望
が
広
が
る
提
案
。
ぜ
ひ

実
現
し
た
い
」
と
訴
え
、
共
感
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
高
島
市
の
陸

上
自
衛
隊
・
饗
庭
野
演

習
場
で
演
習
中
に
発
射

さ
れ
た
迫
撃
砲
が
場
外

に
着
弾
、
破
片
で
民
間

車
両
が
損
傷
す
る
重
大

事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

党
滋
賀
県
委
員
会
と

平
和
運
動
団
体
は
国
会

内
で
防
衛
省
に
▽
原
因

究
明
・
再
発
防
止
▽
屋

内
を
除
く
一
切
の
実
弾
訓

練
の
禁
止
な
ど
を
求
め

ま
し
た
。
山
下
よ
し
き
、

大
門
実
紀
史
両
参
院
議

員
が
同
席
し
ま
し
た
。

（
11
月
20
日
）＝
写
真

　

大
門
実
紀
史
参

院
議
員
は
、
財
政

金
融
委
員
会
で

「
10
％
増
税
は
日

本
経
済
を
破
壊
す

る
」
と
明
言
し
内

需
拡
大
に
よ
る
財

政
再
建
を
提
案
し

大門
議員内閣参与の見解示す

議員
地方
国会

小
中
校
エ
ア
コ
ン
電
気
代

増
加
分
を
交
付
税
で
措
置

　

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
運
動
と

論
戦
の
中
、
国
が
補
正
予
算
を
組
み
前
進

し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
電
気
代
を
気
に

し
て
管
理
職
が
エ
ア
コ
ン
を
切
っ
て
回
る

―

党
奈
良
県
委
員
会
の
交
渉
（
写
真
）

で
県
議
が
指
摘
し
ま
し
た
。

　

山
下
よ
し
き
参
院
議
員
は
総
務
委
員
会

で
エ
ア
コ
ン
設
置
に
伴
う
電
気
代
の
増
額

分
へ
の
支
援
を
要
求
。
総
務
相
は
「
来
年

度
か
ら
所
要
額
の
見
込
み
を
（
普
通
交
付

税
で
）
適
切
に
措
置
す
る
」
と
答
え
ま
し

た
。（
11
月
22
日
）

学
校
ブ
ロ
ッ
ク
塀

撤
去
へ
国
が
財
政
支
援

　

大
阪
北
部
地
震
で
高
槻
市
の
女
子
児
童

が
倒
壊
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き
に
な

っ
て
死
亡―

悲
劇
を
繰
り
返
す
な
と
党

大
阪
府
議
団
と
北
摂
地
域
の
市
議
団
は
国

会
議
員
と
と
も
に
緊
急
に
政
府
交
渉
（
７

月
12
日
、
写
真
）、
学
校
と
通
学
路
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・
改
修
へ
の
財
政
支
援

を
要
求
し
ま
し
た
。

　

文
科
省
は
、
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・

改
修
補
助
を
予
算
に
計
上
し
た
い
と
表

明
。
す
で
に
撤
去
・
改
修
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
に
は
、
来
年
度
を
待
た
ず
に
補
助

す
る
こ
と
も
交
渉
の
中
で
約
束
、
補
正
予

算
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

台
風
被
害
に
９
割
補
助

　

台
風
21
号
は
近
畿
地
方
で
大
き
な
被
害

を
生
み
ま
し
た
。
山
下
、
宮
本
岳
志
、
た

つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー
各
議
員
は
大
阪
泉
州
地

域
を
調
査
（
写
真
）、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が

倒
壊
し
た
農
家
か
ら
「
修
理
に
１
棟
100
万

円
か
か
る
」な
ど
の
実
情
を
聞
き
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
農
民
連
と
と
も
に
政

府
に
支
援
を
要
請
。
こ
の
中
で
農
業
用
ハ

ウ
ス
再
建
に
国
と
自
治
体
で
最
大
９
割
を

負
担
す
る
支
援
策
が
決
ま
り
ま
し
た
。

特
別
支
援
学
校

過
密
打
開
へ
現
場
を
調
査

　

障
害
の
あ
る
児
童
が
通
う
特
別
支
援
学

校
が
過
大
・
過
密
化
し
て
い
る
問
題
で
、

山
下
参
院
議
員
は
こ
の
秋
、
滋
賀
、
大
阪
、

兵
庫
の
支
援
学
校
を
調
査
し
ま
し
た
。（
写

真
は
滋
賀
）

　

滋
賀
の
草
津
・
三
雲
・
野
洲
の
３
校
の

児
童
数
は
10
年
間
で
1.5
〜
1.9
倍
に
。
野
洲

で
は
対
応
す
る
た
め
３
回
の
校
舎
増
設
を

行
い
、
長
さ
100
㍍
を
超
え
る
廊
下
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
こ
の
実
態
を
打
開
す
る
た
め

支
援
学
校
に
設
置
基
準
を
求
め
る
運
動
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　近畿各府県の地方議員が行った政府交渉で出された要求を国会議員が質問で
取り上げる―近畿の国会議員・地方議員の連係プレイで要求が実現しています。

て
い
る
藤
井
聡
内

閣
参
与
の
見
解
を

紹
介
。「
増
税
だ

け
で
財
政
再
建
し

た
国
は
な
い
」、

「
消
費
税
増
収
分

が
他
税
の
穴
埋
め

に
な
っ
て
い
る
。

応
能
負
担
に
手
を

付
け
る
べ
き
」
と

主
張
し
ま
し
た
。

（
11
月
22
日
）

大阪万博

な
ぜ
カ
ジ
ノ
と
一
体
？

「歓迎」一方で懸念

政
策
を
発
表
す
る
笠
井
亮
政
策
委
員

長
と
倉
林
参
院
議
員
＝
11
月
１
日

　

２
０
２
５
年
万
博
の
大
阪
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。
会

場
は
大
阪
湾
の
人
工
島
・
夢
洲
。
維
新
の
大
阪
府
・
市
政

が
万
博
予
定
地
の
隣
に
カ
ジ
ノ
を
中
心
と
す
る
Ｉ
Ｒ（
統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
）
の
誘
致
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

万
博
に
は
、
歓
迎
の
声
の
一
方
で
「
な
ぜ
カ
ジ
ノ
と
一

体
な
の
か
」
な
ど
の
懸
念
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
共

産
党
大
阪
府
委
員
会
は
大
阪
万
博
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

討
論
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

ゆ
め
し
ま


